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子どもも大人も楽しんで
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整備される東山西線

（仮）添川（仮）添川 住宅団地造成へ住宅団地造成へ各会計
補正予算

項　目 内　　　　容 件　数 賛　　否

会 期 平成29年９月５日〜９月15日 11日間

一 般 質 問 　　　　９月５日 ２人

審 査 案 件 平成29年度　各会計補正予算 ８件 全員賛成で可決

〃 平成28年度　各会計決算 14件 　　　〃

〃 請願 １件 　　　〃

〃

工事請負契約　道路防犯灯
LED化工事
契約金額　5022万円
完成日　平成29年11月30日
相手方　㈲ヤマデン

１件 　　　〃

〃 意見書の提出 ２件
全員賛成が１件
賛成多数が１件で
可決

〃 人事（教育委員の任命同意） １件 全員賛成で同意

〃 その他 ３件 全員賛成で可決

工事請負契約　３件

工　　　事　　　名 契約金額 完成年月日 契約の相手方

29年度　起業支援施設解析研究棟
新築工事 ２億4192万円 30年３月23日 樋口建設㈱

29年度　手ノ子地区農業集落排水事業
処理施設　機械・電気設備工事 １億7064万円 30年３月15日 豊川建設㈱

29年度　手ノ子地区農業集落排水事業
管路工事（第一工区） 7430万円 29年12月30日 樋口建設㈱

工事請負契約の一部変更　２件
28年度　手ノ子地区農業集落排水事業
管路工事（第一工区） 89万円増額で、8110万円

　〃　　（第二工区） 1038万円増額で、8023万円

概　　要

第
６
回 

臨
時
会
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平
成
29
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
は
、
歳

入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

５
０
１
０
万
円
を
追
加

し
、
69
億
８
５
５
２
万
円

と
し
ま
し
た
。

添
川
住
宅
団
地
造
成
で
周

辺
整
備
が
本
格
化

　

造
成
に
と
も
な
う
町
道

東
山
西
線
の
改
良
設
計
委

託
料
１
２
０
万
円
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計
か
ら

一
般
会
計
へ

　

前
年
度
剰
余
金
の
精
算

に
と
も
な
い
、
一
般
会
計

に
１
０
５
７
万
円
を
繰
出

し
ま
し
た
。

住んでみたい添川へ

（仮）添川（仮）添川 住宅団地造成へ住宅団地造成へ各会計
補正予算

◆一般会計
〔歳　入〕 （単位：万円）

款 補正前の額 補　正　額 計 主なもの
地 方 特 別 交 付 税 230 86 316
地 方 交 付 税 27億3705 1881 27億5586 特別交付税
分担金及び負担金 3896 1 3897 社会福祉費滞納繰越分
国 庫 支 出 金 5億1568 212 5億1780 番号制度導入補助金

県 支 出 金 5億4576 ▲410 5億4166 園芸大国やまがた産地
育成事業

寄 附 金 1億1250 8 1億1258 ふるさと納税

繰 入 金 7億0196 1057 7億1253 介護保険会計から繰入
れ

繰 越 金 1億0735 2487 1億3222 前年度繰越金

諸 収 入 8417 8 8425 いいで希望塾参加者負
担金

町 債 12億0200 ▲320 11億9880 臨時財政対策債の減額
補 正 さ れ
な か っ た 款 の 額 8億8769 0 8億8769

歳 入 合 計 69億3542 5010 69億8552

〔歳　出〕 （単位：万円）
款 補正前の額 補　正　額 計 主なもの

議 会 費 7912 27 7939
総 務 費 9億8243 ▲559 9億7684 減債基金繰入の減額
民 生 費 13億2309 1628 13億3937 すぎな改修補助金
衛 生 費 3億3972 146 3億4118 火葬業務委託料
農 林 水 産 業 費 10億1471 1865 10億3336 松枯れ伐倒駆除
商 工 費 9億0930 865 9億1795 屋台村整備工事

土 木 費 7億0352 411 7億0763 住宅リフォーム支援事
業補助

消 防 費 2億3929 0 2億3929 財源の更正
教 育 費 7億2125 561 7億2686 中体連補助金
災 害 復 旧 費 4308 66 4374 林道災害復旧業務
補 正 さ れ
な か っ た 款 の 額 5億7991 0 5億7991

歳 出 合 計 69億3542 5010 69億8552

◆特別会計 （単位：万円）
会　計　名 補正前の額 補　正　額 計 主なもの

国 民 健 康 保 険
（ 直 診 勘 定 ） 1億5300 105 1億5405 備品購入費の追加

介 護 保 険 10億8016 4450 11億2466 介護給付費準備基金　
積立金の追加

介護老人保健施設 3億2855 ▲360 3億2495 修繕費減に伴う繰入金
の減額

下 水 道 6億9245 2150 7億1395 排水設備工事負担金
中 津 川 財 産 区 551 0 551 歳出予算の組換え

既決予定額 補　正　額 計
水 道 事 業 2億0773 25 2億0798 時間外勤務手当の追加
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第一小学校第一小学校 改築工事完成改築工事完成平成28年度
決　算

　

平
成
28
年
度
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
並
び

に
事
業
会
計
合
わ
せ
た

14
会
計
は
、
す
べ
て
全

員
賛
成
で
認
定
し
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
の
未

収
金
が
７
１
４
４
万

円
、
水
道
事
業
会
計
が

４
４
８
万
円
あ
り
、
そ

の
解
消
が
弾
力
性
に
乏

し
い
財
政
の
改
善
に
今

後
求
め
ら
れ
る
課
題
で

し
た
。

　

ま
た
、
執
行
状
況
を

見
る
と
、
自
主
財
源
に

乏
し
い
中
で
、
積
極
的

に
投
資
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
将
来

の
公
債
比
負
担
比
率
が

高
く
な
る
こ
と
を
念
頭

に
置
き
、
翌
年
度
以

降
、
十
分
考
慮
し
て
執

行
し
て
い
く
必
要
を
感

じ
ま
し
た
。

　28年度主な事業 （単位：万円）

事　　　　　　　業 金　額 事　　　　　　　業 金　額

子 育 て 支 援
子育て支援医療給付事業 2661 

教 育 関 係
外国語指導助手配置事業 504 

妊婦検診助成事業 443 第一小学校改築事業 11億5095

高 齢 者 対 策
臨時福祉給付金事業 3343 

道 路 橋 梁
除雪事業 2億5460

予防事業（ほのぼのサロ
ン、100歳体操など） 1202 道路新設改良事業 1億5887

農 林 業 対 策
山王原地区農地整備事業 5100 

各会計繰出金

下水道事業特別会計（農集
排、生活排水個別処理） 2億5110

林道飯豊桧枝岐線法面整備
工事 4999 介護老人保健施設特別会計 1億3800

商 工 業 対 策
中小企業振興事業費補助金 4830 

基 金 積 立
減債基金 1505 

プレミアム付き商品券発行
事業補助金 1260 めざみの里応援寄附基金 6010 
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第一小学校第一小学校 改築工事完成改築工事完成平成28年度
決　算

各 基 金 残 高
（単位：万円）

基金の名称 本年度末残高
財政調整基金 １ １ 億 ９ ６ ９ ９

減債基金 ３ 億 ３ ０ ８ ７

地域福祉基金 ２ 億 ８ ２ ５ ６

公共施設整備基金 ５ 億 ９ ０ ９ ５

地域振興基金 ７ １ ２ ８

いいでめざみの里応援寄附基金 ６ ０ ２ ０

スポーツ振興基金 ４ ８ ８ ５

交通遺児等支援基金 ５ ０ ０

国民健康保険給付基金 ７ ２ ３ １

介護保険介護給付準備基金 ３ １ ５ ８

畜産振興基金 ４ ０ ２ ４

奨学資金貸与基金 ６ ４ ３ ７

土地開発基金 １ 億 ７ １ ２ ８

財産区基金（４財産区） ８ ３ ５ ３

総　合　計 ３ ０ 億 ５ ０ ０ １

普通建設事業費
21億7089万円 

投資・出資・
貸付金

1500 万円

災害復旧費
3307 万円

積立金
9564 万円 

維持補修費
2億8784万円 

扶助費
4億5639万円 

公債費
6億0083万円 

繰出金
7億3389万円 
物件費

8億3203万円 人件費
9億2216万円 

補助費等
10億7494万円 

地方消費税
交付金

1億1980万円 

寄付金
1億6135万円 

繰越金
2億 0874 万円 

繰入金
3億 9664 万円 

その他
4億 6687 万円 

県支出金
5億4402万円 

町税
6億3725万円 

国庫支出金
7億2438万円 

町債
13億4380万円 

地方交付税
30億5935万円 

一般合計決算

各特別会計決算
（単位：万円）

会　　　計 歳　　入 歳　　出

国民健康保険
事業勘定 8 億 9 7 7 0 8 億 5 8 9 3

直診勘定 1 億 1 3 2 1 1 億 1 1 0 6

介護保険 1 0 億 9 1 3 2 1 0 億 5 2 7 6

後期高齢者医療 8 1 3 7 8 1 0 3

下水道事業 6 億 2 0 9 9 6 億 2 0 4 3

訪問看護 1 8 4 6 1 7 2 5

介護老人保健施設 3 億 0 9 6 6 3 億 0 8 4 4

物品調達 1 6 1 7 1 6 1 7

５財産区 8 5 8 7 3 4

水道事業
収益的 2 億 9 0 4 9 1 億 7 1 1 5

資本的 1 億 7 2 1 8 8 億 0 1 0 2

歳　入歳　出
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一般質問
活力あふれる

まちづくりを目指して
活力あふれる

まちづくりを目指して

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に

よ
る
地
域
資
源
の
循
環
を

図
る
た
め
、
道
の
駅
を
拠

点
と
し
た
広
域
観
光
の
連

携
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
よ
り
、
議

論
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問　
国
保
税
の
新
制
度

は
ど
う
な
る
の
か
。

基
本
方
針
に
基
づ
き対

処

○
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

○
新
制
度
の
国
保
税
は

○
町
広
報
紙
に
つ
い
て

○
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

質
問　
本
町
が
目
指
す
定

住
自
立
圏
の
推
進
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長　
米
沢
市
を
中
心
と

す
る
置
賜
定
住
自
立
圏
構

想
で
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
置
賜
各

市
町
の
企
画
担
当
部
署
を

中
心
に
、
先
進
事
例
の
研

修
や
、
連
携
す
べ
き
事
業

の
洗
い
出
し
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
食
と
エ

町
長　
平
成
30
年
４
月
か

ら
、
都
道
府
県
が
国
民
健

康
保
険
の
運
営
主
体
と
な

り
、
中
心
的
な
役
割
を
担

い
、
市
町
村
と
共
に
運
営

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
向
け
、

十
分
に
検
討
し
ま
す
。

質
問　
町
広
報
紙
を
ど
う

活
か
し
て
い
く
の
か
。

町
長　
町
民
と
行
政
の
相

互
の
理
解
促
進
を
図
り
、

「
町
民
と
行
政
を
つ
な

ぐ
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
に
な
る
よ
う
、
広

報
紙
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

よ
り
身
近
な
町
民
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
紙

に
す
る
よ
う
、
新
し
い
手

法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
周
辺
を
ど
の
よ
う

に
利
活
用
し
て
い
く
の
か
。

町
長　
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
は
じ
め
、
遊
休
施

設
の
利
活
用
は
、
財
源
基

盤
が
十
分
と
は
い
え
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と

や
、
各
地
区
の
意
向
、
加

え
て
人
口
減
少
に
伴
う
公

施
設
利
用
に
対
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
現
実
的
に
進
ま
な
い

状
況
で
す
。

　

「
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
で
き
る
」
と
い
う
視
点

を
第
一
に
と
ら
え
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

な
ど
で
議
論

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

ガ
イ
ド
型
広
報
を
検
討

地
域
の
活
性
化
に
貢
献

で
き
る
よ
う
検
討

鈴
木
敏
夫
議
員
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遠
藤
　
忠
議
員

○
農
の
未
来
事
業
・
セ
ブ
ン
プ
ラ
ン
の

　
現
状
と
見
通
し

○
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
予
防
医
学
の
推
進
で
医
療
費
の
削
減
を

○
予
算
の
確
保
と
事
業
展
開
は

質
問　
農
の
未
来
賞
論
文

公
募
後
に
策
定
し
た
農
の

未
来
事
業
・
セ
ブ
ン
プ
ラ

ン
の
う
ち
、飯
豊
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
、六
次
産
業
化
推

進
の
現
状
と
見
通
し
は
。

町
長　
飯
豊
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
に
つ
い
て
、
農
業
の

基
本
は
「
土
づ
く
り
」
と

と
ら
え
、
飯
豊
循
環
型
農

業
で
、
持
続
可
能
な
農
業

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

「
い
い
で
黒
べ
こ　

冬

の
陣
」
を
開
催
し
、
一
層

町
長　
「
松
枯
れ
」
の
被

害
は
、
特
に
中
地
区
か
ら

椿
地
区
に
か
け
て
の
西
山

一
体
、
添
川
上
代
か
ら
松

原
地
内
の
山
林
で
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

被
害
木
の
駆
除
を
行
い
ま

す
。

　

な
ら
材
の
購
入
に
つ
い

て
は
「
森
林
・
山
村
多
面

的
機
能
発
揮
対
策
交
付

なら材を利用した炭焼

の
飯
豊
産
米
沢
牛
の
Ｐ
Ｒ

を
図
り
、
町
内
外
に
情
報

発
進
し
て
い
ま
す
。

　

六
次
産
業
化
推
進
で

は
、
今
年
度
「
飯
豊
町
六

次
産
業
化
推
進
事
業
」
を

創
設
し
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
農
商
工
関
係

者
と
連
携
を
い
か
に
進
め

る
か
が
鍵
で
す
。

質
問　

地
球
温
暖
化
対

策
、特
に
な
ら
枯
れ
、松
枯

れ
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。白
炭
を
生
産
し
て
い
る

事
業
者
に
、な
ら
材
の
購

入
補
助
を
す
る
考
え
は
。

飯
豊
ブ
ラ
ン
ド

情
報
発
信

金
」
の
活
用
に
よ
り
可
能

で
す
。

質
問　
福
祉
分
野
で
の
健

康
な
町
づ
く
り
と
、
予
防

医
学
の
推
進
で
医
療
費
削

減
を
図
る
べ
き
で
は
。

町
長　
「
臨
床
医
学
」
に

加
え
、
「
予
防
医
学
」
が

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
現
在
の
取
組

み
を
継
続
、
発
展
さ
せ
る

こ
と
に
よ
る
、
町
民
の
健

康
維
持
、
推
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

質
問　
町
の
政
策
を
実
行

す
る
に
あ
た
っ
て
旧
態
以

前
と
し
た
執
行
に
と
ら
わ

れ
ず
、
新
し
い
考
え
で
メ

リ
ハ
リ
を
付
け
る
た
め

に
、
事
業
展
開
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
「
飯
豊
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
29
事
業
に
つ
い

て
、
担
当
課
に
よ
る
自
己

検
証
、
庁
内
調
整
委
員
会

に
よ
る
内
部
検
証
、
町
振

興
審
議
会
に
よ
る
外
部
検

証
を
行
い
、
業
務
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
の
事
業
展
開
で

は
、
①
山
大
ｘ
Ｅ
Ｖ
関
連

②
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
③
若
者
の
定
住
・
住
宅

団
地
の
整
備
を
考
え
て
い

ま
す
。

な
ら
材
の
購
入

補
助
可
能

生
活
習
慣
の
改
善
と
疾
病

予
防
対
策
に
取
り
組
む

第
四
次
飯
豊
町
総
合

計
画
に
基
づ
き
実
施

一般質問
住みやすい

魅力のある  いいで町に
住みやすい

魅力のある  いいで町に
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決
算
特
別
委
員
長

長
　
沼
　
桂
　
子
　

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
あ
わ
せ
14
件
に
つ
い
て
、
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
に
長
沼
桂
子
、
副
委
員
長
に
嶋
貫
栄
助
両
議
員
を
選
出
し
、
９
月
12
・
13
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
し

ま
し
た
。

古
山
委
員

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
と

お
ら
ん
だ
ラ
ジ
オ
と
あ
る

が
、
ど
ち
ら
が
正
式
名
称

な
の
か
。
ま
た
、
町
の
情

報
が
流
れ
て
い
な
い
の
で

は
。

総
務
企
画
課
長

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
が

正
式
名
称
で
す
。
町
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
な
が
ら
情
報
発

信
し
て
行
き
ま
す
。

嶋
貫
委
員

　
空
き
家
対
策
事
業
の
応

急
措
置
と
は
、
ど
ん
な
こ

と
な
の
か
。

住
民
税
務
課
長

　

応
急
措
置
は
、
ス
ズ
メ

バ
チ
駆
除
料
で
す
。

鈴
木
委
員

　

町
民
税
（
個
人
・
法

人
）
、
固
定
資
産
税
と
軽

自
動
車
税
の
不
能
欠
損
額

の
内
容
は
。

住
民
税
務
課
長

　

不
能
欠
損
の
内
容
は
、

過
年
度
分
41
件
の
処
分
を

し
た
も
の
で
す
。
平
成
25

年
度
以
前
の
件
数
は
、
38

件
で
76
万
円
で
し
た
。
平

成
27
年
度
分
は
、
町
民
税

で
３
件
、
固
定
資
産
税
が

１
件
で
す
。

　

平
成
25
年
度
以
前
の
件

数
は
、
時
効
成
立
し
た
も

の
で
す
。

　

督
促
な
ど
、
き
め
細
か

な
徴
収
業
務
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

一
　
般
　
会
　
計

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
活
用
は

空
き
家
支
援
と
活
用
を

町
税
の
不
能
欠
損
は

キケンなすずめバチ

決算特別
委員会

平成28年度

にぎわい再現にぎわい再現 プロジェクトの活動はプロジェクトの活動は
総務文教所管分総務文教所管分
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嶋
貫
委
員

　
旧
飯
豊
分
校
跡
地
利
用

で
、
委
託
料
１
億
４
９
７

６
万
円
の
委
託
先
と
内
容

は
。

総
務
企
画
課
長

　

飯
豊
分
校
跡
地
利
用
関

連
事
業
、
委
託
料
・
視
察

旅
費
等
、
あ
わ
せ
て
１
５

０
１
万
円
は
、
国
の
地
方

創
生
加
速
化
交
付
金
を
充

当
す
る
も
の
で
す
。

　

委
託
先
は
、
利
活
用
整

備
方
針
策
定
業
務
が
東
北

芸
術
工
科
大
学
、
造
成
基

本
設
計
業
務
が
明
光
技
研

（
株
）
、
そ
の
他
が
不
動

産
鑑
定
で
す
。

古
山
委
員

　

に
ぎ
わ
い
再
現
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
と
効
果

は
。

総
務
企
画
課
長

　

平
成
21
年
度
よ
り
実
施

し
４
期
経
過
し
た
事
業
で

す
。
若
者
の
交
流
の
場
づ

く
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
研
修

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
人
材
育
成
に
つ
な
が

り
、
若
者
の
輪
が
広
ま
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
が
町

づ
く
り
の
効
果
に
な
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

飯
豊
分
校
跡
地

利
用
計
画
は

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
は

ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
は

飯豊分校跡地団地造成計画イメージ図

決算特別
委員会

平成28年度

にぎわい再現にぎわい再現 プロジェクトの活動はプロジェクトの活動は
総務文教所管分総務文教所管分

遠
藤
委
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
の
希
望
は
、
何
が
多

か
っ
た
か
。

　
ま
た
、
返
礼
品
の
ほ
か

ど
の
よ
う
な
経
費
に
支
出

し
、
総
額
で
い
く
ら
か
。

総
務
企
画
課
長

　

返
礼
品
の
希
望
は
、
町

長
お
ま
か
せ
コ
ー
ス
が
一

番
多
く
、
そ
の
他
３
種
類

程
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
費
に
つ
い
て

は
、
返
礼
品
の
ほ
か
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
賃

金
、
送
料
等
で
９
７
４
４

万
円
ほ
ど
支
出
し
て
い
ま

す
。
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高
橋
委
員

　
果
樹
生
産
支
援
事
業
は

３
～
４
年
前
か
ら
事
業
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

効
果
と
実
積
は
。

　
ま
た
空
店
舗
等
活
用
補

助
は
。

農
林
振
興
課
長

　

栗
・
桃
・
ラ
ズ
ベ
リ
ー

・
さ
く
ら
ん
ぼ
に
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
桃
は
３

年
で
出
荷
を
始
め
て
、
少

し
ず
つ
成
果
が
出
て
い
ま

す
。

産
業
活
性
化
担
当
課
長

　

空
き
店
舗
へ
の
補
助
金

で
、
産
地
直
売
所
分
で
す
。

古
山
委
員

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は

ど
の
よ
う
な
業
種
に
利
用

さ
れ
た
か
。

産
業
活
性
化
担
当
課
長

　

燃
料
関
係
51
・
５
％
、

飲
食
関
係
25
・
１
％
そ
の

他
10
％
未
満
で
す
。

古
山
委
員

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
補

助
金
の
成
果
は
。

商
工
観
光
課
長

　

海
外
か
ら
の
旅
行
者
は

１
５
１
５
人
、
特
に
台
湾

が
中
心
で
タ
イ
よ
り
24
人

来
町
さ
れ
ま
し
た
。
前
年

度
比
１
４
７
％
で
す
。

古
山
委
員

　
シ
ョ
ッ
プ
委
託
料
の
合

計
と
経
済
効
果
は
。

産
業
活
性
化
担
当
課
長

　

28
年
度
の
委
託
料
は
８

５
３
万
円
で
累
計
２
３
４

０
万
円
で
す
。
物
販
売
上

４
０
０
万
円
、
飲
食
売
上

４
８
０
万
円
で
し
た
。
26

年
度
か
ら
の
累
計
売
上
は

２
４
０
０
万
円
で
す
。

　

経
済
効
果
は
、

①
販
路
の
拡
大
・
生
産
者

の
直
販
で
消
費
者
ニ
ー

ズ
の
把
握
。

②
情
報
発
信
・
町
の
Ｐ
Ｒ

を
深
め
た
。

③
交
流
事
業
・
杉
並
の
子

供
達
76
名
が
来
町
し
ま

し
た
。

遠
藤
委
員

　
豆
腐
工
房
の
内
容
と
前

年
比
較
は
。

　
売
上
が
伸
び
な
け
れ
ば

指
定
管
理
の
見
直
し
も
行

う
べ
き
で
は
。

　
ま
た
、
飯
豊
ブ
ラ
ン
ド

六
次
化
の
推
進
は
ど
う
し

た
か
。

農
林
振
興
課
長

　

27
年
度
は
60
日
、
28
年

度
は
84
日
の
稼
働
で
す
。

豆
腐
だ
け
で
な
く
豆
乳
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
の
生
産
な
ど

で
新
た
な
需
要
開
拓
を
行

い
ま
し
た
。

　

民
間
の
力
を
活
用
し
空

施
設
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

別
加
工
品
開
発
と
学
校
給

食
に
地
元
産
大
豆
に
よ
る

豆
腐
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

毎
月
12
日
を
と
う
ふ
の

日
と
し
て
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
豆
腐
の
提
供
を

介
護
施
設
と
連
携
し
て
拡

大
し
て
行
き
ま
す
。

一
　
般
　
会
　
計

利用拡大が期待される豆腐工房

果
樹
生
産
へ
の
助
成
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

ど
こ
で

高
円
寺
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
経
済
効
果
は

海
外
か
ら
の
旅
行
者
は

豆
腐
工
房

や
す
ら
ぎ
野
の
現
状
は

産業厚生所管分産業厚生所管分

決算特別
委員会

学校給食 毎月学校給食 毎月 12日は 豆腐の日12日は 豆腐の日
と　う　ふ
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嶋
貫
委
員

　
観
光
物
産
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

フ
ル
カ
ラ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

入
札
方
式
は
。

　
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

商
工
観
光
課
長

　

国
の
情
報
発
信
整
備
事

業
補
助
金
を
活
用
し
入
札

は
２
社
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
形
県
の
看
板
条
例
に

鑑
み
、
く
だ
も
の
等
を
販

売
し
て
い
る
左
側
玄
関
上

に
設
置
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
課
長

　

見
守
り
を
兼
ね
た
お
昼

の
弁
当
配
達
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

　

28
年
度
は
65
才
以
上
で

食
事
作
り
が
出
来
な
い
希

望
者
14
人
に
提
供
し
て
い

遠
藤
委
員

　
診
療
所
診
療
報
酬
が
28

年
度
減
収
し
て
い
る
が
そ

の
原
因
と
対
策
は
。

　

離
れ
た
患
者
さ
ん
に

戻
っ
て
頂
く
活
動
を
行
う

べ
き
で
は
。

診
療
所
事
務
長

　

高
齢
者
の
人
口
減
少

と
、
介
護
施
設
へ
の
入
所

や
患
者
が
他
の
病
院
に

移
っ
た
事
が
原
因
で
す
。

　

医
師
の
２
人
体
制
に
向

け
て
、
関
係
機
関
と
調
整

を
行
い
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努

め
ま
す
。

古
山
委
員

　
上
水
道
の
有
収
率
と
下

水
道
供
用
率
は
。

地
域
整
備
課
長

　

上
水
道
の
有
収
率
は
27

年
度
72
・
７
％
、
28
年
度

64
・
３
％
で
、
８
％
下
っ

て
い
ま
す
。
漏
水
調
査
な

ど
で
個
人
宅
や
空
地
の
給

水
管
に
も
目
を
向
け
て
有

収
率
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

下
水
道
供
用
率
は
全
体

で
87
％
。
中
・
萩
生
99
・

８
％
、
松
原
95
％
、
椿

93
・
９
％
、
小
白
川
66
・

６
％
、
添
川
58
％
で
す
。

鈴
木
委
員

　
高
齢
者
が
増
加
す
る
な

か
、
老
人
の
徘
徊
行
動
の

把
握
は
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
制
度

は
成
り
立
つ
の
か
。

健
康
福
祉
課
長

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
で

は
徘
徊
行
動
の
把
握
は
無

理
で
す
。

　

介
護
保
険
の
負
担
割
合

は
７
期
に
向
け
て
策
定
中

で
す
。

ま
す
。

　

西
部
地
区
は
お
じ
か
商

店
、
中
部
地
区
は
セ
ル
カ

よ
り
配
達
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
横
ば
い
で
す

が
、
今
後
の
仕
組
み
づ
く

り
が
重
要
で
す
。

特
　
別
　
会
　
計

設
置
さ
れ
た

　
フ
ル
カ
ラ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

観
光
物
産
館
に

フ
ル
カ
ラ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

上
水
道
の
有
収
率
が

下
が
っ
て
い
る
が

介
護
保
険
は
ど
う
な
る

診
療
報
酬
の

減
収
理
由
は

産業厚生所管分産業厚生所管分

決算特別
委員会

学校給食 毎月学校給食 毎月 12日は 豆腐の日12日は 豆腐の日
と　う　ふ
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人
　
　
事

意
　
　
見
　
　
書

請
　
　
願

みんなで緑を回復

●
次
の
方
を
教
育
委
員
会

委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

氏
名　
前　
司　
　
恵

住
所　
飯
豊
町
大
字
椿

●
平
成
30
年
度
以
降
の
米

政
策
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書

　

平
成
30
年
度
以
降
、
飯

豊
町
農
業
振
興
協
議
会
の

役
割
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
に
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
運
営

費
の
十
分
な
確
保
な
ど
、

協
議
会
が
さ
ら
に
機
能
を

発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
以

降
、
米
の
直
接
支
払
金

（
７
５
０
０
円
／
10
ａ
）

が
廃
止
さ
れ
る
な
か
で
、

需
要
に
応
じ
た
生
産
と
、

そ
の
こ
と
に
取
り
組
む
農

家
の
所
得
向
上
等
を
実
現

す
る
た
め
に
、
そ
の
財
源

を
水
田
農
業
政
策
の
総
合

的
な
充
実
・
強
化
に
活
用

す
る
こ
と
。

　

現
行
の
ナ
ラ
シ
対
策
は

趨す
う
せ
い勢
的
な
価
格
下
落
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

発
動
基
準
と
な
る
標
準
的

収
入
の
最
低
基
準
を
設
定

す
る
な
ど
、
再
生
産
が
可

能
で
あ
り
、
か
つ
生
産
者

が
先
を
見
通
し
て
安
心
し

て
取
り
組
め
る
仕
組
み
と

す
る
こ
と
。

　

以
上
、
米
の
生
産
地
と

し
て
強
く
要
望
す
る
。

審
査
の
結
果

　

全
員
賛
成
に
よ
り
、
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

●
「
全
国
森
林
環
境
税
」

の
創
設
に
関
す
る
意
見
書

　

平
成
29
年
度
税
制
改
正

大
綱
に
お
い
て
、
「
市
町

村
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

す
る
森
林
整
備
等
に
必
要

な
財
源
に
充
て
る
た
め
、

個
人
住
民
税
均
等
割
の
枠

組
み
の
活
用
を
含
め
、
都

市
・
地
方
を
通
じ
て
国
民

に
等
し
く
負
担
を
求
め
る

こ
と
を
基
本
と
す
る
森
林

環
境
税
（
仮
称
）
の
創

設
」
に
関
し
、
「
平
成
30

年
度
税
制
改
正
に
お
い
て

結
論
を
得
る
」
と
明
記
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
森
林
・

林
業
・
山
村
対
策
の
抜
本

的
強
化
を
図
る
た
め
の

「
全
国
森
林
環
境
税
」
早

期
導
入
を
強
く
求
め
る
。

審
査
の
結
果

　

賛
成
多
数
に
よ
り
、
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

（
反
対
者　

井
上
南
）

●
平
成
30
年
度
以
降
の
米

政
策
の
見
直
し
に
関
す
る

意
見
書
提
出
方
請
願

請
願
者

山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同

組
合
代
表
組
合
長

山
形
お
き
た
ま
農
業
農
政

対
策
本
部
長

木　

村　

敏　

和

審
査
の
結
果

全
員
賛
成
に
よ
り
、
採
択

し
ま
し
た
。

森林は国をあげて守ろう森林は国をあげて守ろう
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委
員
長
　長
　沼
　桂
　子

副
委
員
長
　嶋
　貫
　栄
　助

委
　
　員
　菅
　野
　富
士
雄

委
　
　員
　鈴
　木
　敏
　夫

◇
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　鈴
　木
　敏
　夫

副
委
員
長
　古
　山
　繁
　巳

委
　
　員
　長
　沼
　桂
　子

委
　
　員
　嶋
　貫
　栄
　助

委
　
　員
　後
　藤
　惠
一
郎

委
　
　員
　髙
　橋
　亨
　一

◇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　嶋
　貫
　栄
　助

副
委
員
長
　遠
　藤
　
　
　忠

委
　
　員
　菅
　野
　富
士
雄

委
　
　員
　後
　藤
　惠
一
郎

委
　
　員
　鈴
　木
　敏
　夫

委
　
　員
　井
　上
　
　
　南

◇
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　議
員
　後
　藤
　惠
一
郎

　議
員
　嶋
　貫
　栄
　助

　議
員
　井
　上
　
　
　南

◇
西
置
賜
行
政
組
合
議
会

　議
員
　鈴
　木
　敏
　夫

　議
員
　古
　山
　繁
　巳

　議
員
　遠
　藤
　
　
　忠

◇
置
賜
広
域
病
院
企
業
団
議
会

　議
員
　後
　藤
　惠
一
郎

　議
員
　長
　沼
　桂
　子

　議
員
　菅
　野
　富
士
雄

◇
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

一
部
事
務
組
合
議
会
構
成

委
員
長
　井
　上
　
　
　南

副
委
員
長
　髙
　橋
　亨
　一

委
　
　員
　長
　沼
　桂
　子

委
　
　員
　菅
　野
　富
士
雄

委
　
　員
　古
　山
　繁
　巳

委
　
　員
　遠
　藤
　
　
　忠

◇
広
報
常
任
委
員
会

議会 新たな体制で
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選
さ
れ
ま
し
た
。

○
全
国
学
力
調
査
が
、
小

学
6
年
生
、
中
学
３
年
生

を
対
象
に
実
施
さ
れ
、
小

学
生
は
県
・
全
国
平
均
を

上
回
る
成
績
で
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
生
は
県
・

全
国
平
均
よ
り
や
や
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

◆
社
会
教
育
課
・
町
民
総

合
セ
ン
タ
ー

○
め
ざ
み
の
里
祭
り
輪
お

ど
り
に
１
１
７
７
人
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
芸
能
発
表
会
が
10
月
15

日
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
総
務
企
画
課

○
第
56
回
東
京
飯
豊
会
総

会
が
９
月
24
日
に
行
わ
れ

ま
す
。

○
「
全
国
散
居
村
サ
ミ
ッ

ト
ｉｎ
い
い
で
」
の
開
催
が

10
月
24
・
25
日
の
両
日
、

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
初
日
は
全
国
散
居

村
連
絡
協
議
会
の
総
会
が

行
わ
れ
、
25
日
は
散
居
村

サ
ミ
ッ
ト
及
び
共
同
宣
言

で
閉
会
と
な
り
ま
す
。

◆
住
民
税
務
課

○
道
路
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

◆
教
育
総
務
課

○
第
59
回
県
こ
ど
も
絵
画

展
に
、
県
展
賞
１
名
・
奨

励
賞
４
名
・
入
選
に
15
名

の
小
中
学
生
が
入
賞
・
入

つ
か
め
な
い
状
況
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
職
場
改
善
に

努
め
て
行
き
ま
す
。

嶋
貫
委
員　
飯
豊
分
校
跡

地
住
宅
団
地
造
成
計
画
の

中
で
、
屋
敷
林
計
画
が
あ

る
が
落
葉
や
花
粉
の
で
な

い
樹
木
に
す
べ
き
で
は
。

総
務
企
画
課
長　
樹
木
の

選
定
は
、
充
分
検
討
し
ま

す
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
導

入
し
、
自
給
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
推
進
し
た
団
地
造
成
に

つ
と
め
ま
す
。

古
山
委
員　
学
校
給
食
が

ま
ず
い
と
の
声
が
あ
る

が
。

　

ま
た
、
病
原
菌
Ｏ

−
１
５
７
の
対
策
と
予
防

は
。

立
石
調
理
場
長　
安
全
で

お
い
し
い
給
食
を
目
標
に

つ
と
め
て
い
き
ま
す
。

長
沼
委
員　
長
期
休
暇
職

員
の
原
因
追
及
を
行
っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
対
応
が

遅
れ
て
い
る
の
で
は
。

後
藤
総
務
企
画
課
長

　

休
暇
職
員
は
、
前
よ
り

多
い
状
況
で
す
。
職
員
・

管
理
職
員
間
で
も
話
し
合

う
場
を
設
け
、
月
１
回
産

業
医
と
面
談
し
て
い
ま

す
。

　

心
の
病
の
原
因
が
、
仕

事
、
家
庭
、
友
人
な
の
か

工事が間近なLED街灯

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

県こども絵画展に
　　　　　多くの小中学生が入選
県こども絵画展に
　　　　　多くの小中学生が入選

総務文教常任委員会
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新たな営業形態になるアンテナショップ

◆
地
域
整
備
課

○
工
事
の
発
注
率
は
85
％

で
す
。
上
下
水
道
90
％

建
設
80
％
で
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
は
、
54
件

の
目
標
中
44
件
整
備
さ
れ
、

81
％
の
発
注
率
に
な
り
ま

し
た
。

◆
健
康
福
祉
課

○
※
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
県
で
２
５
３
人
、

置
賜
１
２
２
人
と
大
変
多

い
患
者
数
に
な
り
ま
し
た

が
、
９
月
現
在
町
内
に
は
、

欠
席
者
は
い
ま
せ
ん
。

○
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
め

さ
ゆ
り
荘
２
号
館
の
雨
漏

れ
が
は
げ
し
く
な
り
、
早

急
な
対
応
が
必
要
で
す
。

◆
農
林
振
興
課
・
農
業
委

員
会

○
今
年
、
熊
の
出
没
状
況

は
11
件
で
、
昨
年
の
半
数

で
し
た
。
な
か
で
も
小
白

川
地
区
の
畑
で
、
大
き
な

被
害
が
あ
り
、
９
月
４
日

に
箱
罠
を
設
置
し
ま
し
た
。

○
来
年
度
の
つ
や
姫
と
雪

若
丸
の
作
付
け
に
つ
い
て
、

つ
や
姫
が
今
年
度
と
同
じ

１
９
７
ｈ
ａ
の
配
分
で
、

雪
若
丸
の
割
り
当
て
面
積

は
未
定
で
す
。

◆
商
工
観
光
課

○
高
円
寺
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
の
経
営
主
体
が

変
り
ま
す
。

菅
野
委
員　
環
境
保
全
型

の
取
組
み
状
況
と
、
高
円

寺
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

店
長
が
変
わ
り
、
営
業
形

態
が
ど
う
な
る
の
か
。

山
口
農
業
振
興
室
長

　

環
境
保
全
型
の
取
組
団

体
は
20
団
体
で
す
。

舘
石
産
業
連
携
室
長

　

店
長
は
、
単
身
赴
任
状

態
で
体
調
も
す
ぐ
れ
な
い

こ
と
か
ら
９
月
末
を
も
っ

て
辞
め
ら
れ
、
10
月
よ
り

新
し
い
運
営
者
に
移
行
し
、

流
れ
を
引
き
継
い
で
い
た

だ
き
ま
す
。

遠
藤
委
員　
高
円
寺
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
必
要
な

の
は
、
攻
め
の
営
業
と
販

売
が
重
要
と
思
う
が
。

舘
石
産
業
連
携
室
長

　

ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を
は

か
り
、
攻
め
の
営
業
に
力

を
い
れ
て
い
き
ま
す
。

後
藤
委
員　
異
業
種
交
流

の
内
容
と
、
自
治
体
の
負

担
は
。

齋
藤
商
工
観
光
課
長

　

人
材
育
成
の
た
め
、
企

業
の
社
員
と
町
職
員
の
交

流
で
す
。

後
藤
町
長　
自
治
体
の
負

担
は
、
人
的
負
担
で
す
。

鈴
木
委
員　
国
土
調
査
の

状
況
は
。

齋
藤
農
林
整
備
室
長

　

ゆ
り
園
西
側
か
ら
平
成

25
年
度
よ
り
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
境
界
確
認
作
業

は
こ
れ
か
ら
入
り
、
そ
の

後
、
地
図
作
成
を
行
い
登

記
と
な
り
ま
す
。
来
年
中

完
了
予
定
で
す
。

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

人材育成に異業種交流を人材育成に異業種交流を
産業厚生常任委員会

※
乳
幼
児
に
多
く
ダ
ニ
や

　
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
呼
吸

　
感
染
症
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編
集
後
記

　

新
体
制
で
の
広
報
常

任
委
員
会
第
一
回
議
会

報
の
発
行
で
す
。

　

い
っ
そ
う
町
民
に
わ

か
り
や
す
い
議
会
報
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
ま
で
、
大
き
な
自

然
災
害
も
な
く
、
無
事

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

ミ
サ
イ
ル
問
題
や
衆

議
院
解
散
総
選
挙
と
騒

が
し
い
風
が
吹
き
、
気

が
休
ま
る
暇
も
な
い
中

で
、
町
民
に
と
っ
て
安

全
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
祈
っ
て
い
ま

す
。 

（
井
上
記
）

発
行
責
任
者

　
議
長
　
後
藤
惠
一
郎

委
員
長
　
井
上
　
　
南

副
委
員
長
　
髙
橋
　
亨
一

委
　
員
　
長
沼
　
桂
子

　
　
　
　
菅
野
富
士
雄

　
　
　
　
古
山
　
繁
巳

　
　
　
　
遠
藤
　
　
忠

　

全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
９
月
28
日
、
東
京

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
、
サ
ボ
ー
会
館
で
開
催
さ
れ
、
広
報

委
員
６
名
全
員
が
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

　

広
報
紙
の
文
章
、
企
画
、
編
集
等
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

に
よ
り
、
３
人
の
講
師
よ
り
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

日
々
進
歩
す
る
編
集
技
術
の
一
端
を
学
び
、
読
ん
で

み
た
く
な
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
、
発
行
し
て
い

き
ま
す
。

傍聴をお待ちしています
●次回の定例会の開催は12月です
●インターネットでも見ることができます

広
報
委
員
研
修
報
告

置
賜
５
町
交
流
会

　

高
畠
町
を
会
場
に
、
10

月
３
日
、
置
賜
５
町
議
員

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
一
部
は
、
財
団
法
人

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
事

務
局
長　

佐
藤
啓
太
郎
氏

を
講
師
に
「
置
賜
の
広
域

連
携
と
定
住
自
立
圏
構
想

の
推
進
」
と
題
し
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

定
住
自
立
圏
構
想
が
施

行
さ
れ
８
年
が
経
過
、
全

国
で
１
１
９
の
自
立
圏
域

が
成
立
し
て
い
る
と
の
こ

と
、
全
国
の
市
町
村
が
取

組
ん
で
い
る
協
定
例
や
、

具
体
例
な
ど
を
拝
聴
し
ま

し
た
。

　

米
沢
市
を
中
心
と
し
た

３
市
５
町
で
構
成
す
る
、

置
賜
広
域
定
住
自
立
圏
構

想
の
推
進
に
期
待
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

第
二
部
は
、
ス
ポ
ー
ツ

交
流
で
体
を
動
か
し
軽
く

汗
を
か
き
な
が
ら
、
交
流

の
輪
を
深
め
て
き
ま
し
た
。


